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済
生
学
舎
で
は
、
明
治
二
十
四
年
に
ド
イ
ツ
・
ラ
イ
ッ
社
製
最

新
の
顕
微
鏡
五
十
台
を
購
入
し
、
「
顕
微
鏡
科
実
地
演
習
」
及
び
「
外

科
実
地
演
習
」
な
る
講
習
会
を
設
け
た
。
各
々
三
ヶ
月
で
計
六
ケ

月
・
年
四
回
募
集
さ
れ
約
百
名
が
毎
回
参
加
し
た
。

そ
の
為
に
、
済
生
学
舎
の
教
育
内
容
も
、
明
治
二
十
八
年
か
ら

三
十
年
頃
に
か
け
て
、
最
も
充
実
し
た
時
期
を
迎
え
て
い
た
。

今
回
は
、
元
関
西
医
科
大
学
公
衆
衛
生
学
教
授
の
原
一
郎
先
生

よ
り
祖
父
「
原
玄
一
郎
医
師
」
の
遺
品
で
あ
る
「
顕
微
鏡
科
実
習

標
本
八
十
六
枚
の
入
っ
た
標
本
箱
」
を
母
校
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の

を
調
査
研
究
し
た
の
で
報
告
す
る
。

た
か
は
し

玄
一
郎
医
師
は
、
岡
山
県
上
房
郡
高
梁
町
に
明
治
七
年
七
月
八

日
に
生
を
亨
け
た
・
明
治
二
十
年
に
岡
山
県
立
薬
学
校
に
入
学
し
、

同
二
十
三
年
に
卒
業
し
た
。
更
に
明
治
二
十
四
年
に
岡
山
第
三
高

34

済
生
学
舎
の
顕
微
鏡
科
実
地
演
習
ｌ
特
に

原
玄
一
郎
の
ペ
ス
ト
菌
標
本
に
つ
い
て
Ｉ

唐
沢
信
安

等
中
学
校
医
学
部
に
進
学
す
る
が
、
父
の
死
去
等
で
在
学
一
年
で

退
学
し
て
い
る
。
そ
の
後
再
び
志
を
立
て
て
上
京
し
、
東
京
医
学

専
門
学
校
・
済
生
学
舎
に
明
治
二
十
六
年
に
入
学
し
、
明
治
二
十

九
年
十
月
に
「
顕
微
鏡
科
実
施
演
習
」
に
参
加
し
、
三
ヶ
月
の
実

習
を
受
け
て
い
る
。
第
二
十
二
回
の
実
施
参
加
生
百
二
名
中
、
優

等
生
と
し
て
長
谷
川
泰
及
び
教
職
員
の
前
で
答
辞
を
原
玄
一
郎
は

述
べ
て
い
る
。
（
済
生
学
医
事
新
報
四
十
九
号
に
掲
載
）

そ
の
時
の
顕
微
鏡
科
の
実
地
演
習
で
作
製
さ
れ
た
病
理
的
・
細

菌
学
的
標
本
八
十
六
枚
の
納
め
ら
れ
た
標
本
箱
が
、
今
回
寄
贈
さ

れ
た
遺
品
で
あ
る
。
標
本
箱
の
中
に
は
、
「
マ
ラ
リ
ヤ
脳
片
」
「
扁

平
上
皮
癌
」
「
色
素
性
肉
腫
」
「
腎
臓
結
核
」
「
出
血
性
肺
炎
」
等
の

プ
レ
パ
ラ
ー
ト
の
外
に
、
十
枚
の
「
ペ
ス
ト
」
患
者
の
脾
臓
・
心

臓
・
肝
臓
・
リ
ン
パ
腫
等
の
病
理
的
・
細
菌
学
的
標
本
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た
。

ペ
ス
ト
は
昔
か
ら
「
黒
死
病
」
と
称
し
て
恐
れ
ら
れ
て
来
た
疾

患
で
、
高
熱
を
発
し
、
数
日
で
生
命
を
失
う
程
の
激
症
の
状
態
に

陥
る
病
気
で
、
病
型
を
「
肺
ペ
ス
ト
」
と
「
腺
ペ
ス
ト
」
に
分
類

さ
れ
て
い
る
。
ョ
－
ロ
ッ
パ
で
は
、
十
四
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
に

至
る
約
三
百
年
間
続
き
、
一
三
四
七
年
頃
当
時
の
人
口
一
億
余
人
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の
中
、
二
千
五
百
万
人
が
ペ
ス
ト
で
死
亡
し
て
い
る
。
即
ち
そ
の

四
分
の
一
が
ペ
ス
ト
の
流
行
で
死
亡
し
た
と
言
わ
れ
る
。
然
し
そ

の
原
因
の
解
明
は
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

明
治
二
十
七
年
に
至
り
、
香
港
で
ペ
ス
ト
が
大
流
行
し
た
際
に
、

北
里
柴
三
郎
と
青
山
胤
通
等
が
現
地
に
派
遣
さ
れ
、
北
里
と
、
パ

ス
ト
ー
ル
研
究
所
の
エ
ル
ザ
ン
が
、
ペ
ス
ト
患
者
を
調
査
中
に
、

各
自
別
々
に
、
ペ
ス
ト
菌
を
患
者
の
屍
体
及
び
血
液
か
ら
発
見
し

た
。
又
、
ペ
ス
ト
は
ネ
ヅ
ミ
の
ノ
ミ
が
菌
の
媒
介
を
し
て
い
る
こ

と
が
判
明
し
た
。

我
が
国
で
、
最
初
に
ペ
ス
ト
菌
が
確
認
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
か

ら
二
年
後
の
明
治
二
十
九
年
四
月
一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
郵
船
「
ゲ
ー
リ
ッ
ク
号
」
が
横
浜
港
に
入
港
し
た
際

に
、
中
国
人
乗
船
客
の
一
青
年
が
ペ
ス
ト
に
て
発
熱
し
、
死
亡
し

た
。
屍
体
は
石
灰
を
ま
い
て
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
た
が
、
そ
の
報
告

を
受
け
た
北
里
研
究
所
部
長
高
木
友
枝
が
、
墓
を
発
掘
し
、
屍
体

の
血
液
を
横
浜
十
全
病
院
に
持
ち
帰
り
、
顕
微
鏡
下
で
メ
チ
レ
ン

ブ
ラ
ウ
に
染
色
さ
れ
た
ペ
ス
ト
桿
菌
を
確
認
し
た
。
こ
れ
が
我
国

に
侵
入
し
た
ペ
ス
ト
患
者
の
最
初
の
菌
の
検
査
確
定
の
報
告
で
あ

プ
つ
○

同
じ
年
の
、
明
治
二
十
九
年
十
月
に
は
、
早
く
も
済
生
学
舎
の

顕
微
鏡
科
実
地
演
習
に
、
別
の
ペ
ス
ト
患
者
の
屍
体
を
用
い
て
、

実
習
に
当
ら
せ
て
い
た
こ
と
が
、
原
玄
一
郎
の
標
本
箱
の
プ
レ
パ

ラ
ー
ト
で
判
明
し
た
。

約
百
年
を
経
て
、
筆
者
が
母
校
の
公
衆
衛
生
学
教
授
南
正
康
先

生
の
指
導
で
、
右
の
標
本
を
六
百
倍
に
拡
大
し
て
、
ペ
ス
ト
桿
菌

を
確
認
出
来
た
の
で
、
今
回
の
発
表
で
供
覧
す
る
。

明
治
二
十
九
年
に
、
済
生
学
舎
で
ペ
ス
ト
菌
の
標
本
を
指
導
し

た
教
師
は
東
京
帝
国
大
学
の
衛
生
学
教
室
の
助
教
授
で
あ
っ
た

「
坪
井
次
郎
」
と
、
後
日
衛
生
学
二
代
目
教
授
と
な
る
「
横
手
千

代
之
助
」
助
手
で
あ
っ
た
。
又
病
理
学
的
標
本
の
指
導
は
、
済
生

学
舎
専
任
講
師
の
「
山
田
良
叔
」
と
、
帝
大
病
理
教
室
の
「
竹
崎

利
薫
」
で
あ
っ
た
。

（
日
本
医
科
大
学
）


